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証券コード　3055
2021年6月14日

株主の皆様へ
札幌市中央区北６条西16丁目１番地５

代表取締役会長 眞 鍋 雅 昭

第１５回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第１５回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し
あげます。
　なお、本株主総会における新型コロナウイルスの感染リスクを避けるため、株主の
皆様には、書面による議決権行使を行っていただくようご推奨申しあげます。後記の
株主総会参考書類をご検討いただき、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ
ご返送ください。なお、２０２１年６月２８日（月曜日）１７時３０分までに到着す
るように議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

敬具

総会出席のための事前登録のお願い
会場設営の都合上ならびに総会当日の入場時の混乱を避けるため、当日ご出席をご
希望される株主様は、電話（フリーダイヤル0120－53－3055）にて事前登録を
お願いいたします。
事前登録手続きの詳細については、後記(p.4)の【ご出席にあたっての「事前登録」
のお手続きについて】をご確認ください。

－ 1 －

招集ご通知



2021/06/01 17:52:24 / 20702153_株式会社ほくやく・竹山ホールディングス_招集通知（Ｃ）

記
１．日 時 ２０２１年６月２９日（火曜日）１０時００分
２．場 所 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５

ほくたけビル ９階 会議室
（本株主総会の会場は前回使用会場と異なっております。
  末尾の会場ご案内図をご参照ください。)

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第15期（2020年４月１日から2021年３月31日まで)事業報

告、連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の
      連結計算書類監査結果報告の件
２．第15期（2020年４月１日から2021年３月31日まで)計算書類

の内容報告の件
決 議 事 項
 第1号議案 　取締役７名選任の件
 第2号議案 　監査役１名選任の件

以　上

◎　前回より、株主総会にご出席の株主様へのお土産は取り止めさせていただいてお
ります。何卒ご理解の程よろしくお願い申しあげます。

◎　今後の新型コロナウイルスの影響などにより、株主総会の運営（会場および開催
時 間 等 ） に 大 き な 変 更 を 生 じ る 場 合 は 、 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.hokutake.co.jp/)にてお知らせいたします。
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　当社は、法令ならびに当社定款第15条の規定に基づき、提供すべき書面のうち次
に掲げる事項を当社ホームページ（https://www.hokutake.co.jp/）に掲載してお
りますので、本招集ご通知の提供書面には記載しておりません。
（１）事業報告の「企業集団の業務の適正を確保するための体制」
（２）事業報告の「内部統制システムの運用状況の概要」
（３）事業報告の「会社の支配に関する基本方針」
（４）事業報告の「剰余金の配当等の決定に関する基本方針」
（５）連結計算書類の「連結注記表」
（６）計算書類の「個別注記表」

　なお、本提供書面は、会計監査人が会計監査報告を作成するに際して監査をした連
結計算書類および計算書類の一部であり、また、監査役会が監査報告を作成するに際
して監査をした事業報告、連結計算書類および計算書類の一部であります。
　また、株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生じた
場合は、当社ホームページ（https://www.hokutake.co.jp/）に掲載させていただ
きます。
　掲載アドレス：https://www.hokutake.co.jp/ir/kabunushi.html
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【ご出席にあたっての「事前登録」のお手続きについて】
新型コロナウイルスの感染拡大防止および会場設営の都合上、本株主総会にご出席

を希望される株主様は「事前登録」のお手続きをお願いいたします。
(お申込み期限：2021年6月28日（月曜日）　16時00分まで）
当日、入場時の混乱を避けるため事前登録していただいた株主様のご入場を優先さ

せていただく場合がございますので、ご了承願います。
ご登録のお手続きは電話でのお申込みのみとさせていただきます。

電話でのお申込み方法
以下の電話番号にご連絡いただき、株主総会の事前登録である旨をお伝えください。

               （フリーダイヤル）０１２０－５３－３０５５
（受付時間：10時00分～16時00分。土日祝日のぞく）

お申込みの際は、株主様の住所、氏名、株主番号にて、株主様ご本人確認を行います
ので、お手元に本招集通知に同封しております議決権行使書をご準備いただき、お電
話をお願いいたします。

※事前登録された株主様のご来場につきましても、株主総会当日までのご自身の健康
状態にご留意いただき、くれぐれもご無理をなさいませぬようお願いいたします。
当日来場のキャンセルにつきましては、特段のお手続きは不要です。
・ご来場の株主様におかれましては、マスクの着用と受付でのアルコール手指消毒お
よび体温測定（非接触型）のご協力をお願いいたします。
・ご来場の株主様で体調不良と見受けられる方には、運営スタッフがお声掛けをさせ
ていただくことがございますので、あらかじめご了承ください。

　　［株主総会に関するお問い合わせ先］
株式会社ほくやく・竹山ホールディングス　総務部
電話　０１１－６１１－１０１９（遠藤または松島）
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株主総会参考書類
第１号議案　取締役７名選任の件
　本総会終結の時をもって取締役全員（５名）が任期満了となりますので、今後の経営体制の一
層の強化ならびに取締役会としての監督機能強化のため、新任候補者２名を含む取締役７名の選
任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりです。
　略歴等は６ページから１０ページをご参照ください。
候補者番号 氏　名 現在の当社における地位、担当

1 眞 鍋 雅 昭 代表取締役会長 再 任

2 眞 鍋 雅 信 代表取締役社長 再 任

3 黒 田 啓 文 取締役 再 任

※4 竹  山  茂  樹 常務執行役員 新 任

※5 小 林 隆 聖 常務執行役員 新 任

6 鈴 木 　 賢 社外取締役 再 任 社外

7 吉 村 恭 彰 社外取締役 再 任 社外

（注）１．鈴木　賢氏・吉村恭彰氏の両名は社外取締役候補者であり、独立役員として届け出ております。
　　　２．※４．※５は新任取締役候補者であります。

－ 5 －
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候補者
番　号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

１

再任
ま
眞

なべ
鍋

まさ
雅

あき
昭

（1942年11月27日）

1965年４月 株式会社一の眞鍋五郎薬局（現㈱ほくやく）入社

327,768株

1991年４月 株式会社バレオ（現㈱ほくやく）代表取締役社長
2003年６月 同社　代表取締役社長執行役員
2006年９月 当社　代表取締役社長
2009年６月 株式会社竹山　取締役会長（現任）
2012
2018

年
年

６
６

月
月

株式会社ほくやく　代表取締役会長（現任）
当社　代表取締役会長（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社ほくやく　代表取締役会長
株式会社竹山　取締役会長

（取締役候補者とした理由）
2006年9月当社設立より代表取締役として当社グループの経営に携わるなど、経営全般に対する豊富
な知識と経験を有しております。2018年6月からは代表取締役会長に就任し、取締役及び執行役員の
業務執行を適切に監督しております。今後も、当社グループの企業価値向上に資する取締役として適
任であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

２

再任
ま
眞

なべ
鍋

まさ
雅

のぶ
信

（1966年12月21日）

1989年８月 眞鍋薬品株式会社（現㈱ほくやく）入社

22,920株

2003年６月 株式会社ほくやく　取締役執行役員
2004年10月 同社　取締役常務執行役員医薬営業本部長
2005年６月 同社　取締役専務執行役員医薬営業本部長
2009年６月 当社　代表取締役専務執行役員事業戦略管掌
2009年６月 株式会社ほくやく　代表取締役副社長執行役員
2012年６月 同社　代表取締役社長執行役員
2014
2015
2015
2018

年
年
年
年

６
６
６
６

月
月
月
月

当社　代表取締役副社長執行役員医薬事業管掌
当社　代表取締役副社長医薬事業管掌
株式会社ほくやく　代表取締役社長（現任）
当社　代表取締役社長（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社ほくやく　代表取締役社長
株式会社葦の会　代表取締役社長

（取締役候補者とした理由）
2012年6月より当社グループの中核事業である医薬品卸売事業の子会社㈱ほくやくの代表取締役社長
に就任、2018年6月からは当社代表取締役社長として、当社グループの業績向上に取り組んでおりま
す。長年にわたり医薬事業をはじめとした医療業界に関する深い知見を有しており、今後も、当社グ
ループの企業価値向上に資する取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者といたしま
した。

－ 6 －
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候補者
番　号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

３

再任
くろ
黒

だ
田

ひろ
啓

ふみ
文

（1951年 3 月15日）

1973年４月 北海道厚生農業協同組合連合会　入会

3,000株

2008年６月 同会　常務理事
2014年７月 当社　顧問
2014
2015

年
年

10
６

月
月

当社　執行役員
当社　常務取締役事業間連携管掌

2016年７月
 

当社　常務取締役事業間連携管掌兼調剤薬局事
業管掌

2018年 6 月 当社　取締役（現任）
（取締役候補者とした理由）
長年にわたり北海道厚生連の医療部門において北海道の医療の発展に貢献し、2015年6月より当社取
締役として、当社グループの業績向上に取り組んでおります。2018年6月からは取締役として、取締
役及び執行役員の業務執行を適切に監督しており、今後も、その豊富な知識と経験を活かし、当社グ
ループの企業価値向上に資する取締役として適任であると判断し、引き続き取締役候補者といたしま
した。

４

新任
たけ
竹

やま
山

しげ
茂

き
樹

（1965年10月16日）

1991年 3 月 株式会社竹山　入社

369,832株

1995年３月 同社　取締役
2006年６月 同社　取締役　副社長執行役員
2006年９月 当社　取締役　経営戦略部長
2007年６月 当社　取締役執行役員　経営管理本部　経営企

画室長
2008年６月 株式会社竹山　代表取締役（現任）
2008年７月 当社　取締役執行役員　経営管理統括本部　部

長
2012年７月 当社　取締役執行役員　SPD事業本部長
2015年６月 当社　取締役執行役員　経営企画部　社長室長
2016年６月 当社　取締役　常務執行役員（ICT事業管掌）

株式会社アドウイック　代表取締役社長（現任）
2018年６月 当社　常務執行役員（ICT事業管掌）　（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社竹山　代表取締役
株式会社アドウイック　代表取締役社長

（取締役候補者とした理由）
長年にわたり医療機器卸売事業の業務に携わり、2008年6月より当社グループの医療機器卸売事業の
子会社㈱竹山の代表取締役に就任、2016年6月からは当社グループのICT事業の子会社㈱アドウイッ
クの代表取締役社長として、当社グループの業績向上に取り組んでおります。その豊富な知識と経験
を活かし、当社グループの企業価値向上に資する取締役として適任であると判断し、取締役候補者と
いたしました。

－ 7 －
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候補者
番　号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

５

新任
こ
小

ばやし
林

たか
隆

きよ
聖

（ 1 9 6 1 年 9 月 6 日 ）

1984年４月 オリエントリース株式会社　入社

－株

1987年７月 シティコープ・ヴィッカース証券　東京支店　債
券本部アシスタントマネージャー

1989年５月 ゴールドマン・サックス証券　東京支店　金融戦
略部　主席調査役

1992年１月 日本エー・エル・エム株式会社　代表取締役社長
1993年５月 北都リース株式会社　代表取締役社長
2001年６月 日本エー・エル・エム株式会社　代表取締役社長
2012年10月 当社　入社
2013年１月 当社　経営企画部　担当部長
2013年５月 株式会社モルス　代表取締役社長（現任）
2015年６月 当社　執行役員　経営企画部長
2019年７月 当社　常務執行役員（経営戦略担当兼介護施設事

業管掌)（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社モルス　代表取締役社長

（取締役候補者とした理由）
外資系証券会社での勤務や経営コンサルタント会社の経営など、経営全般にわたる豊富な知識と経験
を有し、2012年10月より当社に入社、2015年6月から当社執行役員として、当社グループの業績向上
に取り組んでおります。これまで培った経験を活かし、当社グループの企業価値向上に資する取締役
として適任であると判断し、取締役候補者といたしました。

－ 8 －

取締役選任議案
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候補者
番　号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位、担当
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

６

再任
すず
鈴

き
木

 
　

けん
賢

（1948年 6 月11日）

1974年２月 株式会社鈴彦（現㈱バイタルネット）入社

56,900株

1994年10月 同社　代表取締役社長
1999年６月 株式会社ほくやく　取締役
2005年６月 株式会社バイタルネット　代表取締役社長執行

役員
2006年９月 当社　社外取締役（現任）
2009

2015

年

年

４

６

月

月

株式会社バイタルケーエスケー・ホールディング
ス　代表取締役社長
同社　代表取締役会長（現任）

2015年６月 株式会社バイタルネット　代表取締役会長（現
任）

（重要な兼職の状況）
株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス　代表取締
役会長
株式会社バイタルネット　代表取締役会長

（社外取締役の候補者とした理由および期待される役割）
鈴木　賢氏が代表取締役を務める株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングスにおいて、これ
までに培ってきた業界経験および同社代表取締役としての経営経験を当社の経営に活かしていただく
ため、社外取締役候補者といたしました。

７

再任
よし
吉

むら
村

やす
恭

あき
彰

（1953年10月17日）

1980年７月 吉村薬品株式会社（現㈱アステム）入社

44,300株

1994年４月 同社　代表取締役社長
2001年６月 株式会社ほくやく　取締役
2006年９月 当社　社外取締役（現任）
2008年10月 株式会社フォレストホールディングス　代表取

締役社長（現任）
2017年４月 株式会社アステム　代表取締役会長（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社フォレストホールディングス　代表取締役社長
株式会社アステム　代表取締役会長
株式会社リードヘルスケア　代表取締役会長
株式会社葦の会　取締役会長

（社外取締役の候補者とした理由および期待される役割）
吉村恭彰氏が代表取締役を務める株式会社フォレストホールディングスにおいて、これまでに培って
きた業界経験および同社代表取締役としての経営経験を当社の経営に活かしていただくため、社外取
締役候補者といたしました。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．取締役候補者眞鍋雅昭氏は株式会社ほくやくの代表取締役会長を兼任しておりますが、同社は当社

100％出資の子会社であるため、特別の利害関係はありません。
３．取締役候補者眞鍋雅信氏は株式会社ほくやくの代表取締役社長を兼任しておりますが、同社は当社

100％出資の子会社であるため、特別の利害関係はありません。

－ 9 －

取締役選任議案
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４．鈴木　賢および吉村恭彰の両氏は、社外取締役候補者であり、独立役員として届け出ております。
５．社外取締役候補者に関する特記事項は以下のとおりであります。
（１）社外取締役の候補者の独立性について

①鈴木　賢氏ならびに吉村恭彰氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在
任期間は、本総会終結の時をもってともに14年９ヶ月であります。

②社外取締役候補者は、いずれも過去10年間に当社または当社の特定関係事業者（会社法施行規則第
２条第３項第19号の定義によります。以下同じ。）の業務執行者（同規則同条同項第６号の定義に
よります。）となったことはありません。

③社外取締役候補者は、いずれも当社または当社の特定関係事業者から多額の金銭その他財産（取締
役としての報酬を除く。）を受ける予定はなく、また過去２年間に受けていたこともありません。

④社外取締役候補者は、いずれも当社のまたは特定関係事業者の業務執行者と三親等以内の親族関係
はありません。

（２）社外取締役との責任限定契約の内容の概要は以下のとおりであります。
社外取締役候補者である鈴木　賢および吉村恭彰の両氏は、現在当社の取締役であり、現行定款第
28条の規定に基づき当社との間で責任限定契約を締結しております。
両氏の再任が承認された場合、当社は両氏との間で責任限定契約を継続する予定であります。
その契約概要は次のとおりであります。
・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、会社法第425条第１

項に規定する最低責任限度額を限度として、その責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役が責任の原因となった職務の遂行について善

意かつ重大な過失がないときに限るものとする。
　　　（３）当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険を保険会社との間で締結し、被保

　　　　　険者が会社の役員等の地位に基づき行った行為（不作為も含みます）に起因して損害賠償請求がな
　　　　　されたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を当該保険契約により補填することと
　　　　　しております。候補者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険
　　　　　契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

－ 10 －

取締役選任議案
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第２号議案　監査役１名選任の件
　本総会終結の時をもって、監査役西本裕登氏が任期満了となりますので、あらたに監査役１名
の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位
（重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 数

新任
よこ
横

うち
内

りゅう
龍

ぞう
三

（ 1 9 4 4 年 7 月 7 日 ）

1967
2000
2004
2006
2012
2018
2020

年
年
年
年
年
年
年

４
10
10
６
４
４
７

月
月
月
月
月
月
月

日本銀行　入行
弁護士登録　田辺総合法律事務所　入所
株式会社北洋銀行執行役員副頭取
同行　取締役頭取
同行　取締役会長
株式会社北海道二十一世紀総合研究所　顧問
株式会社ほくやく　社外監査役（現任）

－株

（注）1．候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
　　　2．横内龍三氏は社外監査役候補者であります。
　　　3．社外監査役候補者に関する特記事項は以下のとおりであります。
　　　（１）社外監査役候補者の選任理由について
　　　　　　横内龍三氏は金融機関などにおけるこれまでの経歴を通じ、豊富な知識と経験を有しており、客観
　　　　　　的立場から当社の監査において適切に職務を遂行する社外監査役として選任をお願いするものであ
　　　　　　ります。なお、同氏は、弁護士資格も有しており、社外監査役として適任であると判断いたします。
　　　（２）横内龍三氏が社外監査役に就任された場合、当社との間で会社法第427条第1項の規定による責任限

　　　　　定契約を締結する予定であります。その契約概要は次のとおりであります。
　　　　　　・社外監査役が任務を怠ったことによって、当社に損害賠償責任を負う場合は、会社法第425条第1

　　　　　　項の最低責任限度額として、その責任を負う。
　　　　　　・上記の責任限定が認められるのは、当該社外監査役が責任原因となった職務の遂行について善意

　　　　　　かつ重大な過失がないときに限るものとする。
　　　（３）横内龍三氏は、札幌証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、当社は、同氏の選

　　　　　任が承認された場合には、独立役員として同取引所に届け出る予定であります。
　　　（４）社外監査役候補者は、過去10年間に当社または当社の特定関係事業者（会社法施行規則第２条第３

　　　　　項第19号の定義によります。以下同じ。）の業務執行者（同規則同条同項第６号の定義によりま　
　　　　　す。）となったことはありません。

　　　（５）当社は、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険を保険会社との間で締結し、被保
　　　　　険者が会社の役員等の地位に基づき行った行為（不作為も含みます）に起因して損害賠償請求がな
　　　　　されたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を当該保険契約により補填することと
　　　　　しております。候補者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険
　　　　　契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

以　上

－ 11 －

監査役選任議案
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（提供書面）

事 　業 　報 　告

（2020年 4 月 1 日から
2021年 3 月31日まで）

１．企業集団の現況
（1）事業の状況

①事業の経過および成果
　当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染拡大の防止策を講じつ
つ社会経済活動レベルを引き上げていく中で、各種政策効果や海外経済の改善もあり持ち直
していくことが期待されております。しかし、感染拡大による内外経済に与える影響は不透
明な状況が続いております。
　このような事業環境の中、新型コロナウイルス感染拡大防止による受診抑制や医療用医薬
品を中心とした関連商品の落ち込みは、当社グループの医薬品や調剤事業の業績に厳しい影
響をもたらしました。
　当社グループは、第四次中期３ヶ年経営計画の最終年度にあたり、各事業の競争力の強化、
事業間連携によるシナジーの最大化を目指して活動を進めてまいりました。薬局事業では、
多様なヘルスケア関連商品とサービスをワンストップで直接患者さんにお届けする取り組み
を推進しております。さらに帯広市の新社屋建設とグループシナジーの具現化を見据えて、
「とかちロジスティクスセンタープロジェクト」をスタートいたしました。
　また、新型コロナウイルス感染拡大時の新たなＢＣＰ（事業継続計画）対策の一環として、
Ｗｅｂ会議やテレワーク導入に向けた取り組みを続けております。
　以上の結果、当連結会計年度における売上高は2,394億94百万円（前期比1.5％減）、営業
利益は14億45百万円（同51.4％減）、経常利益は26億91百万円（同34.7％減）、親会社株
主に帰属する当期純利益は14億92百万円（同27.0％減）となりました。

－ 12 －

事業の状況
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②セグメントの状況
医薬品卸売事業
　医薬品卸売事業におきましては、2020年４月に診療報酬改定ならびに薬価引き下げが行
われました。さらに、新型コロナウイルス感染拡大防止による受診抑制と営業活動の制限
が現在も続いており一段と厳しい市場環境となりました。また、商品カテゴリー別では、
売上げが伸長してきた後発医薬品市場において供給面で一部混乱があり、長期収載品の売
上げにおいては減少傾向が依然続いております。新薬の販売にも積極的に取り組みました
が、上記のマイナス要因が影響して、全体の売上は減少いたしました。なお、利益面では、
きめ細かな価格管理を継続して取り組みましたが、売上減に加えて卸間の価格競争も激化
し大幅減益となりました。
　その結果、売上高は1,699億２百万円（前期比2.7％減）、営業利益は３億74百万円（同
76.2％減）となりました。

医療機器卸売事業
　医療機器卸売事業におきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により医療機関
では手術や検査などの抑制が続き医療材料等の売上に影響が出ました。しかしながら開業
案件を含む大型機器の売上に加え新型コロナ補正予算等を利用した医療機関による感染症
関連機器の需要もあったことから売上は前年を上回る結果となりました。利益面では、新
型コロナウイルス感染対策商材の棚卸資産評価損の処理に伴い減益となりました。
　その結果、売上高は608億81百万円（前期比2.4％増）、営業利益は７億51百万円（同
15.4％減）となりました。

－ 13 －

事業の状況
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薬局事業
　薬局事業におきましては、2020年４月の診療報酬改定に伴う調剤報酬および薬価の引き
下げに加え新型コロナウイルス感染拡大の影響による処方箋枚数の減少で売上・利益とも
に前年を下回りました。特に急性期疾患を対象とする処方箋が大きく減少しました。一方
で慢性期疾患を対象とする処方箋の単価は、長期投与の影響により薬剤料が増えて増加し
ました。
　その結果、売上高は138億44百万円(前期比4.7％減)、営業利益は１億30百万円(同
69.0％減)となりました。

介護事業
　介護事業におきましては、福祉用具のレンタル・販売および住宅改修と介護ロボットの
普及推進における営業員の増員・育成の強化を図りました。また、福祉用具サービス計画
の作成提案から納品後のモニタリングの徹底まで、一貫した顧客重視の方針により、売上・
利益ともに安定的に推移しました。サービス付き高齢者向け住宅の部門におきましては、
新型コロナウイルス感染症対策として入館規制や手指消毒などを徹底しており、入居者数
は安定し訪問介護・看護部門での売上も順調に推移しました。利益面では減益となりまし
たが、これは不動産仲介手数料収入の前年との差によるものです。
　その結果、売上高は37億63百万円（前期比9.9％増）、営業利益は３億79百万円（同
8.8％減）となりました。

ＩＣＴ事業
　ＩＣＴ事業におきましては、医療機関向けレセプトコンピュータシステムの販売や、テ
レワークに関連するＩＣＴ機器の投資案件や各種ソフトウェア開発案件の受注が堅調に推
移しました。しかし一般企業向けのビジネスでは、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、
システム開発案件や設備投資案件を先送りする企業もあり売上・利益ともに前年を下回り
ました。
　その結果、売上高は16億91百万円（前期比17.4％減）、営業利益は１億50百万円（同
42.8％減）となりました。

－ 14 －

事業の状況
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◇セグメント別の売上状況
セ グ メ ン ト 金 額 構 成 比

医 薬 品 卸 売 事 業 161,283百万円 67.3％
医 療 機 器 卸 売 事 業 60,132百万円 25.1％
薬 局 事 業 13,830百万円 5.8％
介 護 事 業 3,727百万円 1.6％
Ｉ Ｃ Ｔ 事 業 466百万円 0.2％
そ の 他 53百万円 0.0％

合 計 239,494百万円 100.0％
（注）相殺消去後の数値を表示しております。

③設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました企業集団の設備投資の総額は26億45百万円
で、その主なものは次のとおりであります。
・当連結会計年度中に完成した主要設備
　医薬品卸売事業　基幹システム改修、事業用地取得、支店設備

④資金調達の状況
　特に記載する事項はありません。

－ 15 －

事業の状況
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（2）企業集団の財産および損益の状況

区 分 2 0 1 7 年 度
第 1 2 期

2 0 1 8 年 度
第 1 3 期

2 0 1 9 年 度
第 1 4 期

2 0 2 0 年 度
第 1 5 期

売 上 高（百万円） 227,788 235,153 243,102 239,494
経 常 利 益（百万円） 3,502 3,452 4,121 2,691
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（百万円） 2,159 2,099 2,043 1,492
１株当たり当期純利益 （円） 89.14 88.96 86.81 64.01
総 資 産（百万円） 123,439 125,064 130,653 132,955
純 資 産（百万円） 49,298 51,101 52,729 54,369
１株当たり純資産額 （円） 2,085.06 2,170.74 2,239.80 2,346.36

（注）１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式の総数により、また、１株当たり純資産額は期末発
行済株式の総数により算出しております。

－ 16 －

企業集団の財産および損益の状況
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（3）重要な親会社および子会社の状況
①親会社の状況
　該当事項はありません。

②重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 ほ く や く 4,964百万円 100％ 医療用医薬品・一般用医薬品卸売
医療用機器等卸売

株 式 会 社 竹 山 48百万円 100％ 医療機器・医療材料卸売
株 式 会 社 パ ル ス 272百万円 100％ 調剤薬局

株式会社アドウイック 60百万円 100％ コンピュータ・ソフトウェアの開発・販売お
よび計算業務の受託

（注）当事業年度の末日における特定完全子会社の状況は次のとおりであります。
特定完全子会社の名称 株式会社ほくやく

特定完全子会社の住所 北海道札幌市中央区北6条西16丁目1番地5

当社および当社の完全子会社における特定完全子
会社の株式の帳簿価額 25,148百万円

当社の総資産額 44,646百万円

（4）企業集団が対処すべき課題
　新型コロナウイルス感染症の世界的な急増と国内においても感染が続く中、当社グループ
においても感染予防と事業継続を目的に社内体制を整え企業活動を継続し感染予防に最大限
努める必要があります。
　また、社会保障の制度改革や北海道地域医療構想を進める中で、当社グループが総合ヘル
スケア企業として各地域で思い描く地域包括ケアシステムに対応するためには、各事業の機
能強化に加え、地域医療連携と当社グループ内の協業シナジーを核に、ＢｔｏＢとＢｔｏＣ
事業モデルの開発・展開を具体化する必要があります。さらに地域のコミュニケーションを
強化し、医療と介護と福祉の提供体制に見合うワンストップサービスと総合ヘルスケア企業
としてシームレスな提供体制の確立が必要となります。また、自然災害や疫病など企業活動
に予測しえない様々な危機が起こります。引き続きＢＣＰ(事業継続計画)対策とＩＴサービ
スの組み合わせの構築が課題となります。

－ 17 －

重要な親会社および子会社の状況、企業集団が対処すべき課題
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（5）主要な事業内容（2021年３月31日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

医 薬 品 卸 売 事 業 医療用医薬品・一般用医薬品の卸売
医療機器卸売事業 医療機器・医療材料の卸売
薬 局 事 業 調剤薬局
介 護 事 業 介護用品等のレンタル・販売、介護・福祉コンサルティング
Ｉ Ｃ Ｔ 事 業 コンピュータ・ソフトウェアの開発・販売および計算業務の受託
そ の 他 保険代理店、ＳＰＤ（院内物流）、新規開業支援

－ 18 －
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（6）主要な営業所（2021年３月31日現在）
株式会社ほくやく・竹山ホールディングス 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５

株 式 会 社 ほ く や く
本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
支 店 札幌、旭川、函館、北見、帯広、釧路など

株 式 会 社 竹 山
本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
支 店 札幌、旭川、函館、釧路、北見、東京など

株 式 会 社 パ ル ス
本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
店 舗 パルス薬局、手稲店、めぐみの店など

株 式 会 社 ア ド ウ イ ッ ク 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
株 式 会 社 マ ル ベ リ ー 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５

北 日 本 調 剤 株 式 会 社
本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
店 舗 もみじ台中央調剤薬局など

株 式 会 社 北 海 道 医 療 情 報 サ ー ビ ス 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
株 式 会 社 三 興 保 険 サ ー ビ ス 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
株 式 会 社 テ ス コ 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
株 式 会 社 モ ル ス 本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
株 式 会 社 ク レ イ ン フ ァ ー マ シ ー 本 社 釧路郡釧路町曙１丁目１番28号
有 限 会 社 羽 幌 調 剤 セ ン タ ー 本 社 苫前郡羽幌町栄町103-47
株 式 会 社 村 井 薬 局 本 社 雨竜郡沼田町南１条２丁目６番２号

株 式 会 社 メ イ プ ル フ ァ ー マ シ ー
本 社 札幌市中央区北６条西16丁目１番地５
店 舗 栄町店、円山店、宮の沢店など

株 式 会 社 カ エ デ
本 社 帯広市西４条南15丁目17番地４
店 舗 中央店、西５条店、東４条店など

有 限 会 社 タ カ ダ 薬 局
本 社 苫小牧市光洋町１丁目16番13号
店 舗 光洋店、宮前店

有 限 会 社 久 山 薬 局 本 社 網走郡美幌町字大通北３丁目12番地
株 式 会 社 ノ バ メ デ ィ カ ル 本 社 札幌市東区北45条東９丁目２番７号

－ 19 －
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（7）従業員の状況（2021年３月31日現在）
①企業集団の従業員の状況

事業区分 従業員数 前連結会計年度末比増減
医薬品卸売事業 477名（ 663名） 15名増（ 22名増 ）
医療機器卸売事業 405名（ 102名） 14名増（ 6名増 ）
薬局事業 316名（ 134名） 3名減（ －名 ）
介護事業 227名（ 203名） 45名増（ 5名減 ）
ＩＣＴ事業 69名（ 7名） 3名増（ 1名増 ）
その他 76名（ 36名） 11名増（ －名 ）

合計 1,570名（ 1,145名） 85名増（ 24名増 ）
（注）従業員数は就業人員であり、パートおよび嘱託は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております｡

②当社の従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

62名（25名） 9名増（－名　） 44.7歳 17.2年
（注）従業員数は就業人員であり、パートおよび嘱託は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております｡

－ 20 －

従業員の状況
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２．会社の現況
（1）株式の状況（2021年３月31日現在）

①発行可能株式総数 100,000,000株
②発行済株式の総数　普通株式 24,400,000株
③株主数 983名
④大株主（上位10名）
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

有 限 会 社 い つ わ 企 画 2,678千株 11.56％
有 限 会 社 タ ス ク 企 画 1,408 6.08
株 式 会 社 ア ス テ ム 1,297 5.60
ア ス テ ラ ス 製 薬 株 式 会 社 1,199 5.18
田 辺 三 菱 製 薬 株 式 会 社 1,176 5.08
株 式 会 社 北 海 道 銀 行 896 3.87
株 式 会 社 北 洋 銀 行 808 3.49
ほ く た け 従 業 員 持 株 会 560 2.42
エ ー ザ イ 株 式 会 社 546 2.36
大 日 本 住 友 製 薬 株 式 会 社 468 2.02

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

－ 21 －
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（2）会社役員の状況（2021年３月31日現在）
①取締役および監査役の状況

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況
代 表 取 締 役 会 長 眞 鍋 雅 昭 ㈱ほくやく代表取締役会長　㈱竹山取締役会長
代 表 取 締 役 社 長 眞 鍋 雅 信 ㈱ほくやく代表取締役社長　㈱葦の会代表取締役社長
取 締 役 黒 田 啓 文

取 締 役 鈴 木 　 賢 ㈱バイタルケーエスケー・ホールディングス代表取締役会
長　㈱バイタルネット代表取締役会長

取 締 役 吉 村 恭 彰
㈱フォレストホールディングス代表取締役社長　㈱アステ
ム代表取締役会長　㈱リードヘルスケア代表取締役会長
㈱葦の会取締役会長

常 勤 監 査 役 古 井 新 悦 ㈱ほくやく監査役　㈱竹山監査役

監 査 役 坪 沼 一 成 坪沼公認会計士事務所　男山㈱監査役　丸果旭川青果卸売
市場㈱監査役

監 査 役 西 本 裕 登 西本裕登税理士事務所　㈶札幌市住宅管理公社監事
監 査 役 小 寺 正 史 弁護士法人小寺・松田法律事務所　(医社)恵和会理事

（注）１．取締役鈴木　賢および取締役吉村恭彰の両氏は、社外取締役であります。
２．監査役坪沼一成、監査役西本裕登および監査役小寺正史の各氏は、社外監査役であります。
３．監査役坪沼一成、監査役西本裕登および監査役小寺正史の各氏は、以下のとおり財務および会計に関

する相当程度の知見を有しております。
・監査役坪沼一成氏は、公認会計士・税理士の資格を有しております。
・監査役西本裕登氏は、税理士の資格を有しております。
・監査役小寺正史氏は、弁護士の資格を有しております。

４．当社は、取締役鈴木賢氏、取締役吉村恭彰氏、監査役坪沼一成氏、監査役西本裕登氏および監査役小
寺正史氏を札幌証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

－ 22 －

会社役員の状況
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②執行役員の状況
当社は執行役員制度を導入しております。取締役兼務者を除く2021年３月31日現在の執行
役員は以下のとおりであります。

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

専 務 執 行 役 員 眞 鍋 知 広 医薬品卸売事業管掌　㈱ほくやく取締役専務執行役員（統
括営業本部長兼医薬営業本部長）

専 務 執 行 役 員 土 田 拓 也 医療機器卸売事業管掌　㈱竹山代表取締役社長
専 務 執 行 役 員 巌 　 友 弘 オペレーション本部長（財務担当）

常 務 執 行 役 員 竹 山 茂 樹 ＩＣＴ事業管掌　㈱竹山代表取締役　㈱アドウイック代表
取締役社長

常 務 執 行 役 員 高 橋 和 則 介護事業管掌兼エリアサミット担当　㈱マルベリー代表取
締役社長

常 務 執 行 役 員 笠 井 幸 芳 経営統括本部長

常 務 執 行 役 員 小 林 隆 聖 経営戦略担当兼介護施設事業管掌　㈱モルス代表取締役社
長

常 務 執 行 役 員 宮 﨑 　 敦 薬局事業管掌兼薬局事業統括本部長　㈱メイプルファーマ
シー代表取締役社長

執 行 役 員 尾 池 一 聡 オペレーション本部副本部長兼人事部長（人事統括）

執 行 役 員 菊 地 正 則 医療情報サービス担当　㈱北海道医療情報サービス代表取
締役社長

執 行 役 員 松 井 　 悟 リスク管理部長
執 行 役 員 樋 栄 邦 直 経営企画部長
執 行 役 員 宮 口 佳 三 経理部長
執 行 役 員 青 山 周 平 ＩＴ戦略室長

－ 23 －
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③取締役及び監査役の報酬等
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 報酬等の総額
（百万円）

報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額
（ 百 万 円 ） 対象となる

役員の員数
（ 名 ）固 定 報 酬 業績連動報酬

取 締 役
（社外取締役を除く） 73 50 22 3

監 査 役
（社外監査役を除く） 6 6 － 1

社 外 取 締 役 7 7 － 2

社 外 監 査 役 12 12 － 3

合 計 99 76 22 9
（注）１．当事業年度末現在の人員は、取締役５名、監査役４名であります。

２．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
３．支給額には、以下のものも含まれております。

当事業年度における役員賞与引当金の繰入額22百万円（繰入額22百万円は取締役３名に対して）

ロ．業績連動報酬等に関する事項
社外取締役を除く取締役については、次により業績連動報酬を支給する。
（１）業績連動報酬の決定基準

　取締役の業績連動報酬額（取締役賞与）の決定にあたっては、「経常利益」実績を基準と
する。利益体系においては、本業での利益を示す営業利益のほかに手数料等の営業外収益に
おいても重要な利益要素を占めていることから、それらを含めた経常利益を当社の重要な指
標とする。

（２）業績連動報酬の決定方法
　取締役の業績連動報酬額（取締役賞与）については、年間の経常利益の実績をもとに、「経
常利益計画達成率基準」および「経常利益率基準」の二つの要素を評価要素とする。評価に
あたっては、あらかじめ決定された取締役個人別の基本額に、上記二つの基準テーブル表の
率を乗じて算出した額を基準として、社外取締役、監査役の意見を参考として代表取締役が
支給額を決定する。

－ 24 －
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なお、当事業年度における取締役の業績連動報酬部分に係る指標の計画と実績は以下のと
おりです。
ａ．経常利益計画達成率基準

計画（百万円） 実績（百万円） 達成率（％）
上期 1,500 1,221 81.4
下期 900 1,470 163.3
平均 － － 122.4

※経常利益計画を達成した場合であっても、前年比減益の場合は原則として達成率を
100％とする。

ｂ．経常利益率基準
　1.12％

ハ．取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
　2006年６月28日開催の株式会社ほくやく第57回定時株主総会により、取締役の報酬限度
額は年額５億円以内、監査役の報酬限度額は年額１億円以内と決議いただいております。
　当該株主総会終結時点の取締役の員数は15名、監査役の員数は５名です。

ニ．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
１．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の決定方法
　当社は、2021年３月22日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容にか
かる決定方針を決議しております。また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の
報酬について、報酬の内容の決定方法および決定された報酬の内容が当該決定方針と整合し
ていることを確認しており、相当であると判断しております。

－ 25 －
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２．決定方針の内容の概要
　ａ．報酬等の額または算定方法の決定方針
　取締役報酬については、株主総会で決議された報酬総額の限度内において、人事部長から
の基本データ（環境、過去の実績など）を基に、代表取締役が、取締役の役位、職責、期待
度、在任年数、子会社役員とのバランスを考慮したうえで、社外取締役、監査役の意見を参
考として支給額を決定する。
　また、社外取締役を除く取締役の報酬は、定額報酬部分（月額固定部分）と業績連動報酬
部分（取締役賞与）に分けており、その割合については役位、職責などに応じた監督責任割
合を重視したうえで、社外取締役、監査役の意見を参考として、代表取締役が決定する。

　ｂ．業績連動報酬等の額または算定方法の決定方針については、「ロ．業績連動報酬等に
関する事項」に記載の通りです。

　ｃ．報酬を与える時期または条件の決定方針
　　定額報酬は、月例の固定金銭報酬とする。
　　業績連動報酬である賞与は、事業年度終了後3か月以内に年１回支給する。

ホ．取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
　当社の年額の役員報酬は、取締役および執行役員の報酬総額を取締役会で承認し、役員の
個人別支給額については代表取締役社長　眞鍋雅信に一任しております。
　代表取締役社長に委任をした理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ取締役および執行役員
の担当領域や職責の評価を行うには代表取締役社長が適していると判断したためであります。

－ 26 －
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④社外役員に関する事項
イ．社外取締役の兼職の状況（他の法人等の業務執行者または社外役員である場合）

氏 名 兼 職 先 お よ び 兼 職 内 容

鈴 木 　 賢 ㈱バイタルケーエスケー・ホールディングス　代表取締役会長
㈱バイタルネット　代表取締役会長

吉 村 恭 彰 ㈱フォレストホールディングス　代表取締役社長
㈱アステム　代表取締役会長

（注）１．取締役鈴木　賢氏は、㈱バイタルケーエスケー・ホールディングスの代表取締役会長を兼務しており
ますが、同社は当社との間に重要な取引関係はありません。また、㈱バイタルネットの代表取締役会
長を兼任しておりますが、同社は当社との間に商品の取引関係があります。

２．取締役吉村恭彰氏は、㈱フォレストホールディングスの代表取締役社長を兼務しておりますが、同社
は当社との間に重要な取引関係はありません。また、㈱アステムの代表取締役会長を兼任しておりま
すが、同社は当社との間で取引関係があります。

ロ．社外監査役の兼職の状況（他の法人等の業務執行者または社外役員である場合）
氏 名 兼 職 先 お よ び 兼 職 内 容

坪 沼 一 成 男山㈱　監査役
丸果旭川青果卸売市場㈱　監査役

西 本 裕 登 ㈶札幌市住宅管理公社　監事
小 寺 正 史 (医社)恵和会　理事

（注）１．監査役坪沼一成氏は、男山㈱の監査役と丸果旭川青果卸売市場㈱の監査役を兼任しておりますが、両
社は当社との間に重要な取引関係はありません。

２．監査役西本裕登氏は㈶札幌市住宅管理公社の監事を兼任しておりますが、同社は当社との間に重要な
取引関係はありません。

３．監査役小寺正史氏は(医社)恵和会の理事を兼任しておりますが、同社は当社との間に重要な取引関係
はありません。

－ 27 －
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ハ．当事業年度における社外役員の主な活動状況

氏 名 会 社 役 員 の
地 位 出席状況、発言状況及び期待される役割に関して行った職務の概要

鈴 木 　 賢 取 締 役
当期開催の取締役会 20回すべてに出席し、主に同業界からの意見や同
業他社会長としての見地からの経営の監督・助言・提言を行っており、
社外取締役に求められる役割・責務を十分に発揮しております。

吉 村 恭 彰 取 締 役
当期開催の取締役会 20回すべてに出席し、主に同業界からの意見や同
業他社会長としての見地からの経営の監督・助言・提言を行っており、
社外取締役に求められる役割・責務を十分に発揮しております。

氏 名 会 社 役 員 の
地 位 出席状況及び発言状況

坪 沼 一 成 監 査 役
当期開催の取締役会 20回すべてに出席し、また、監査役会 13回にも
すべて出席し、公認会計士・税理士としての専門的見地から議案審議
等に必要な発言・提言を行っております。

西 本 裕 登 監 査 役
当期開催の取締役会 20回すべてに出席し、また、監査役会 13回にも
すべて出席し、税理士としての専門的見地から議案審議等に必要な発
言・提言を行っております。

小 寺 正 史 監 査 役
当期開催の取締役会 20回すべてに出席し、また、監査役会 13回にも
すべて出席し、弁護士としての専門的見地から議案審議等に必要な発
言・提言を行っております。

－ 28 －
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⑤責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役および各社外監査役は、社外役員として有用な人材を迎えることがで
きるよう、現行定款において、当社への損害賠償を一定の範囲に限定する契約を締結できる
旨を定めております。これに基づき、社外取締役である鈴木　賢、吉村恭彰の両氏および社
外監査役である坪沼一成、西本裕登および小寺正史の各氏は、当社との間で、当該責任限定
契約を締結しております。
　その契約内容の概要は次のとおりであります。
・社外取締役および社外監査役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合

は、会社法第425条第1項に規定する最低責任限度額を限度として、その責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役および社外監査役が責任の原因となっ

た職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限るものとする。

⑥役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、当社および子会社の取締役および監査役、ならびに執行役員の全員を被保険者と

する会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締
結しており、被保険者は保険料を負担しておりません。

　当該保険契約では、被保険者が会社の役員等の地位に基づき行った行為（不作為を含みま
す）に起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費
用等が補填されることとなります。

－ 29 －
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（3）会計監査人の状況
①名　　　称　　　　　　EY新日本有限責任監査法人

②会計監査人の報酬等および監査役会が同意した理由
イ.報酬等の額

支 払 額
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 30百万円
当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の
合計額 42百万円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査
報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報
酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

ロ.会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由
　当監査役会は、取締役、社内関係部署および会計監査人から必要な資料の入手や報告の聴
取を通じて、会計監査人の監査計画の内容、従前の事業年度における職務執行状況や報酬見
積りの算出根拠等を検討した結果、会計監査人の報酬等の額について、会社法第399条第１
項の同意を行っております。

③会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必要があると判断した
場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いた
します。
　また、会計監査人が会社法第340条第１号各号に定める項目に該当すると認められる場合
は、当該会計監査人の解任を検討し、解任が妥当と認められる場合には監査役全員の同意に
基づき、監査役会として会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査
役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理
由を報告いたします。

－ 30 －
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（4）企業集団の業務の適正を確保するための体制
　 法 令 お よ び 当 社 定 款 第 1 5 条 の 規 定 に 基 づ き 、 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト （ ア ド レ ス
https://www.hokutake.co.jp/）に掲載しております。

（5）内部統制システムの運用状況の概要
　 法 令 お よ び 当 社 定 款 第 1 5 条 の 規 定 に 基 づ き 、 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト （ ア ド レ ス
https://www.hokutake.co.jp/）に掲載しております。

（6）会社の支配に関する基本方針
　 法 令 お よ び 当 社 定 款 第 1 5 条 の 規 定 に 基 づ き 、 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト （ ア ド レ ス
https://www.hokutake.co.jp/）に掲載しております。

（7）剰余金の配当等の決定に関する基本方針
　 法 令 お よ び 当 社 定 款 第 1 5 条 の 規 定 に 基 づ き 、 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト （ ア ド レ ス
https://www.hokutake.co.jp/）に掲載しております。

－ 31 －
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連　結　貸　借　対　照　表
（2021年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
土 地
リ ー ス 資 産
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 売 掛 金
破 産 更 生 債 権 等
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
退 職 給 付 に 係 る 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

93,694
20,434
51,099
15,505
6,670
△14

39,260
19,102
8,110
8,928

271
1,791
1,838
1,063

666
108

18,320
15,677

991
155

0
475
382
12

764
△138

流 動 負 債 74,937
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 70,138
電 子 記 録 債 務 1,772
一年内返済予定長期借入金 1
未 払 法 人 税 等 408
賞 与 引 当 金 843
役 員 賞 与 引 当 金 125
返 品 調 整 引 当 金 34
そ の 他 1,612

固 定 負 債 3,647
長 期 借 入 金 18
繰 延 税 金 負 債 1,991
再評価に係る繰延税金負債 120
退 職 給 付 に 係 る 負 債 394
長 期 未 払 金 432
資 産 除 去 債 務 481
そ の 他 208

負 債 合 計 78,585
純 資 産 の 部

株 主 資 本 48,800
資 本 金 1,000
資 本 剰 余 金 11,821
利 益 剰 余 金 36,862
自 己 株 式 △884

その他の包括利益累計額 5,560
その他有価証券評価差額金 6,736
土 地 再 評 価 差 額 金 △1,100
退職給付に係る調整累計額 △75

非 支 配 株 主 持 分 9
純 資 産 合 計 54,369

資 産 合 計 132,955 負 債 ・ 純 資 産 合 計 132,955

－ 32 －
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連　結　損　益　計　算　書

（2020年 4 月 1 日から
2021年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 239,494
売 上 原 価 221,588

売 上 総 利 益 17,906
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 16,460

営 業 利 益 1,445
営 業 外 収 益

受 取 利 息 4
受 取 配 当 金 278
受 取 事 務 手 数 料 544
不 動 産 賃 貸 収 入 116
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 119
そ の 他 350 1,414

営 業 外 費 用
不 動 産 賃 貸 原 価 93
遊 休 資 産 諸 費 用 29
そ の 他 45 168

経 常 利 益 2,691
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 32
投 資 有 価 証 券 売 却 益 20
補 助 金 収 入 138 190

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 5
固 定 資 産 除 却 損 23
投 資 有 価 証 券 売 却 損 0
減 損 損 失 304 334

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,548
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 913
法 人 税 等 調 整 額 139 1,053

当 期 純 利 益 1,494
非支配株主に帰属する当期純利益 2

親会社株主に帰属する当期純利益 1,492

－ 33 －
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連結株主資本等変動計算書

（2020年 4 月 1 日から
2021年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
2 0 2 0 年 ４ 月 １ 日 　 期 首 残 高 1,000 11,821 35,767 △607 47,980
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △397 △397
親会社株主に帰属する当期純利
益 1,492 1,492
自 己 株 式 の 取 得 △276 △276
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 連 結
会 計 年 度 中 の 変 動 額(純 額) －

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額 合 計 － － 1,095 △276 819
2 0 2 1 年 ３ 月 3 1 日 　 期 末 残 高 1,000 11,821 36,862 △884 48,800

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配株主持
分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価
差 額 金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

2 0 2 0 年 ４ 月 １ 日 　 期 首 残 高 6,044 △1,100 △203 4,741 6 52,729
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △397
親会社株主に帰属する当期純利
益 － 1,492
自 己 株 式 の 取 得 － △276
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 連 結
会 計 年 度 中 の 変 動 額(純 額) 691 127 819 2 821

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額 合 計 691 － 127 819 2 1,640
2 0 2 1 年 ３ 月 3 1 日 　 期 末 残 高 6,736 △1,100 △75 5,560 9 54,369

－ 34 －
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貸　借　対　照　表
（2021年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
未 収 法 人 税 等
短 期 貸 付 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
土 地
そ の 他

無 形 固 定 資 産
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 貸 付 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

1,793
1,303

167
293
33

△3
42,852

779
29

722
27

107
107

41,966
6,156

32,634
3,287

2
△113

流 動 負 債 229
未 払 金 91
未 払 費 用 18
未 払 法 人 税 等 4
賞 与 引 当 金 45
役 員 賞 与 引 当 金 44
そ の 他 25

固 定 負 債 1,332
繰 延 税 金 負 債 1,290
退 職 給 付 引 当 金 25
長 期 未 払 金 16

負 債 合 計 1,562
純 資 産 の 部

株 主 資 本 40,004
資 本 金 1,000
資 本 剰 余 金 32,975

資 本 準 備 金 1,000
そ の 他 資 本 剰 余 金 31,975

利 益 剰 余 金 6,912
そ の 他 利 益 剰 余 金 6,912

繰 越 利 益 剰 余 金 6,912
自 己 株 式 △884

評 価 ・ 換 算 差 額 等 3,080
その他有価証券評価差額金 3,080

純 資 産 合 計 43,084
資 産 合 計 44,646 負 債 ・ 純 資 産 合 計 44,646

－ 35 －

貸借対照表
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損　益　計　算　書

（2020年 4 月 1 日から
2021年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 1,827
売 上 総 利 益 1,827

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,086
営 業 利 益 741

営 業 外 収 益
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 36
そ の 他 29 66

営 業 外 費 用 23
経 常 利 益 785

特 別 損 失
関 係 会 社 株 式 評 価 損 144 144

税 引 前 当 期 純 利 益 641
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 3 3

当 期 純 利 益 637

－ 36 －

損益計算書
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株主資本等変動計算書

（2020年 4 月 1 日から
2021年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利益剰余金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金
資本剰余金
合 計

その他利益
剰 余 金
繰 越 利 益
剰 余 金

2 0 2 0 年 ４ 月 １ 日 　 期 首 残 高 1,000 1,000 31,975 32,975 6,672 △607 40,040
当 事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △397 △397
当 期 純 利 益 － 637 637
自 己 株 式 の 取 得 － △276 △276
株 主 資 本 以 外 の
項 目 の 当 期 変 動 額 （ 純 額 ） － －

当 事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 － － － － 239 △276 △36
2 0 2 1 年 ３ 月 3 1 日 　 期 末 残 高 1,000 1,000 31,975 32,975 6,912 △884 40,004

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

2 0 2 0 年 ４ 月 １ 日 　 期 首 残 高 － － 40,040
当 事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △397
当 期 純 利 益 － 637
自 己 株 式 の 取 得 － △276
株 主 資 本 以 外 の
項 目 の 当 期 変 動 額 （ 純 額 ） 3,080 3,080 3,080

当 事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 3,080 3,080 3,043
2 0 2 1 年 ３ 月 3 1 日 　 期 末 残 高 3,080 3,080 43,084

－ 37 －

株主資本等変動計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2021年５月25日
株式会社ほくやく・竹山ホールディングス
　取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
　　　　　　　 札幌事務所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 松 本 雄 一 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 萩 原 靖 之 ㊞

監査意見
　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社ほくやく・竹山ホールデ
ィングスの２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書
類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表
について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、株式会社ほくやく・竹山ホールディングス及び連結子会社からなる企業
集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に
表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行
った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」
に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び
連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

－ 38 －

連結会計監査報告
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連
結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備
及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成
することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する
責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執
行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は
誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において
独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬
により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影
響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を
通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リス
クに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。
さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
監査に関連する内部統制を検討する。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計
上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

－ 39 －

連結会計監査報告
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・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、
入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に
関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確
実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日ま
でに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存
続できなくなる可能性がある。
・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構
成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうか
を評価する。
・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分
かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施
に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施
過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求め
られているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関す
る規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及
び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告
を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により
記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 40 －

連結会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2021年５月25日
株式会社ほくやく・竹山ホールディングス
　取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
　　　　　　　 札幌事務所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 松 本 雄 一 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 萩 原 靖 之 ㊞

監査意見
　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ほくやく・竹山ホ
ールディングスの２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの第１５期事業年度の計
算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにそ
の附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点にお
いて適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行
った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」
に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から
独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

－ 41 －

個別会計監査報告



2021/06/01 17:52:24 / 20702153_株式会社ほくやく・竹山ホールディングス_招集通知（Ｃ）

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計
算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任
がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執
行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤
謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独
立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬によ
り発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を
通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リス
クに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。
さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
監査に関連する内部統制を検討する。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計
上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

－ 42 －

個別会計監査報告
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・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関
して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実
性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又
は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除
外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手し
た監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。
・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及
び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施
過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求め
られているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関す
る規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及
び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告
を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害
関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告
監　査　報　告　書

当監査役会は、2020年４月１日から2021年３月31日までの第15期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致し
た意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１． 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果

について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等
に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監
査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及
び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社につ
いては、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じ
て子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確
保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体
制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内
部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況につい
て定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロ
の各取組みについては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容に
ついて検討を加えました。

④　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び
検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われること
を確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関す
る品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨
の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

－ 44 －
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類
（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明
細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事
実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

④　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方
に関する基本方針については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載さ
れている会社法施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったもの
であり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位
の維持を目的とするものではないと認めます。

（2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

（3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

2021年５月31日
株式会社ほくやく・竹山ホールディングス　監査役会

常 勤 監 査 役 古 井 新 悦 ㊞
社 外 監 査 役 坪 沼 一 成 ㊞
社 外 監 査 役 西 本 裕 登 ㊞
社 外 監 査 役 小 寺 正 史 ㊞

以　上
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<メ　モ　欄>
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<メ　モ　欄>
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株主総会会場
ご案内図

会場：ほくたけビル　9階　会議室
札幌市中央区北6条西16丁目1番地5

TEL：011(633)1030(代)

JR桑園駅

桑園小
イオン札幌桑園

ショッピングセンター

ジェイ・アール
北海道バス
北7条西15丁目

北9 西17・北8 西16交差点

ジェイ・アール
北海道バス
北5条西17丁目

ローソン

地下鉄西18丁目駅

知事公館

大通

北1条

北2条

北5条

北6条

北7条

北8条

北9条

近代美術館

4番出口

西口

地下鉄東西線

ほくたけビル

桑
園
発
寒
通

ほくたけビル

[交通のご案内]
●JR桑園駅(西口)より徒歩12分
●地下鉄東西線｢西18丁目駅｣より徒歩15分
(駐車場が手狭なため､公共交通機関をご利用ください｡)

●ジェイ･アール北海道バス｢北5条西17丁目｣より徒歩3分
●ジェイ･アール北海道バス｢北7条西15丁目｣より徒歩1分

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

地図


